




Development of Children’s Sociality and Out-of-School Education 2: 
Inappropriate involvement of coaches that affect children’s self-development
UMEZAKI Takayuki, SAKAI Atsushi and MAESHIRO Kazumi
Abstract :  Physical abuse, which is an inappropriate involvement by coaches, is regarded as one of the 
variables of children’s self-development, which is the basis of social-emotional skills. Correlations between 
physical abuse by coaches and children’s self-development were investigated by a questionnaire conducted 
with 108 pairs of children playing soccer and their parents. The results of path analysis indicated that one-fourth 
of the children had experienced some form of physical abuse used by coaches. Moreover, a model indicated 
high goodness-of-ﬁt for indirect negative effects of the experience of physical abuse on self-development. It 
is considered important to accumulate evidence and findings for developing training programs for coaches 
that eradicate physical abuse. Furthermore, the roles of adults in protecting children’s safety and enjoying the 
beneﬁts of sports are discussed.






































し始めている（Larson, Hansen, & Moneta, 2006; 上野 , 
2011）。

















じてきた歴史をもつ（Petitpas, Cornelius, Van Raalte, & 



























表 1　2018 年に 1 ～ 8 月までに発覚した各競技団体の主な不祥事（読売新聞より）
1 月 カヌー 選手がライバルの飲料に禁止薬物を混入
2 月 スピードスケート オリンピックでドーピング陽性反応
3 月 レスリング 強化本部長が女子選手にパワハラ告発を受ける
4 月 バドミントン 企業チーム監督が選手賞金問題で協会から告発される
5 月 競泳 ドーピング陽性反応
アメフト 学生が監督から指示を受け危険タックル
7 月 ボクシング 会長が助成金流用問題で告発される


























たものが主であり（Fraser-Thomas & Côté, 2009; Gould, 
Collins, Lauer, & Chung, 2007），コーチ養成や啓発に活
かすエビデンスとしては不十分と言わざるを得ない





れている（Lansford et al., 2014）。被害児はその帰結と
して，うつ病やアルコール・薬物依存症に陥ることも
示されており，こうした症状に苦しむ人々を社会的に






















調査協力者　A 市サッカー協会 4 種（小学生年代）
選抜（以下，「トレセン」と表記）選手とその家庭に対し，






用して報告を行う。表 2 に示すように，対象学年は 4





4 5 6 合計
性
男児 26 26 27 74
女児 2 19 13 34


















被害経験が 1 項目以上あると答えた選手は 17 名（1
項目 16 名，2 項目 1 名）であり，内訳（複数回答可）
は「暴言を言われる」6 名，「罰走を命じられる」11 名，
「蹴られる」1 名であった。一方，被害経験が 1 項目
以上あると答えた親は 23 名（1 項目 18 名，2 項目 4 名，










人数 % 人数 %
無 102 94.4 無 95 88.0 
有 6 5.6 有 13 12.0 
合計 108 100.0 合計 108 100.0 
選手　「罰走を命じられる」 親　「罰走を命じられる」
人数 % 人数 %
無 97 89.8 無 96 88.9 
有 11 10.2 有 12 11.1 
合計 108 100.0 合計 108 100.0 
選手　「蹴られる」 親　「その他」
人数 % 人数 %
無 107 99.1 無 104 96.3 
有 1 0.9 有 4 3.7 






家庭（1 項目 12 家庭，2 項目 12 家庭，3 項目 1 家庭，






無 81 75.0 
有：1 項目 12 11.1 
有：2 項目 12 11.1 
有：3 項目 1 0.9 
有：4 項目 2 1.9 
















たチームは 15 チームに上り（表 5），これはトレセン
に選手を輩出する 31 チームの約半数に相当した。
表 5　トレセン選手排出チームにおける暴力認識家庭数
チーム 排出選手数 暴力なし 1 項目 2 項目 3 項目 4 項目
A 12 10 0 1 0 1
B 9 8 1 0 0 0
C 8 4 2 1 0 1
D 7 6 1 0 0 0
E 7 5 1 1 0 0
F 7 1 3 3 0 0
G 5 2 2 1 0 0
H 4 2 0 2 0 0
I 2 1 0 1 0 0
J 2 1 1 0 0 0
K 1 0 0 0 1 0
L 1 0 0 1 0 0
M 1 0 0 1 0 0
N 1 0 1 0 0 0
以上について確認した上で，暴力と他の変数との関
連を探る。ここでは社会情動的スキルの基礎となる自
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己（自己価値）を最終従属変数とし，これに関わる関
連をパス解析によって検討する。想定される変数間

































































「1．5,000 円以内」，「2．5,000 ～ 10,000 円」，「3．10,000
～ 15,000 円 」，「4．15,000 ～ 20,000 円 」，「5．20,000 ～
25,000 円 」，「6．25,000 ～ 30,000 円 」，「7．30,000 ～








「2．5 ～ 10 時間」，「3．10 ～ 15 時間」，「4．15 ～ 20 時間」，
「5．20 ～ 25 時間」，「6．25 ～ 30 時間」，「7．30 ～ 40 時間」，

































従ってパス解析を実施したところ，χ2  （25）=21.12, 


















度数 平均値 SD レンジ a b c d e f g h i j
a）選手の学年（4：4 年生，5：5 年生，6：6 年生） 108 5.06 0.77 4-6
b）選手の性別（1：男児，2：女児） 108 1.31 0.47 1-2 .23
c）選手：全体的自己価値観 108 17.28 4.13 7-24 -.13 .01
d）選手：サッカーに対するコンピテンス 107 15.12 2.58 3-20 -.12 .06 .29**
e）親：サッカーへの取り組み 108 13.37 1.36 8-15 -.13 -.05 .05 .20*
f）親：コーチへの信頼 108 39.37 7.96 11-50 -.02 -.17 .13 .11 .30**
g）親：続けてほしい気持ち 108 4.22 1.57 1-6 -.04 -.21* -.05 .06 .32** .05
h）親：お金の負担 108 4.54 1.79 1-8 -.06 -.32** .11 .16 .24 .04 .55**
i）親：時間の負担 108 6.20 2.76 1-10 .11 -.12 .08 .06 .13 -.08 .21* .39**
j）親：物理的な負担感 108 1.95 0.69 1-4 -.01 -.01 .14 -.04 .09 -.11 .00 .13 .31**
k）親子：家庭における暴力の認識 108 0.44 0.87 0-4 -.06 -.13 -.03 -.18+ -.10 -.33** -.13 -.07 -.01 .10
＋p<.10　* p<.05　** p<.01
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